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奨学金支援会・南豫明倫館案内図

　学生寮「南豫明倫館」は、「財団法人・南豫奨学会」事業
の一つです。
　当館は、明治16年（1883）に東京・神田南甲賀町で創設
され、大正から昭和初期にかけて大塚仲町へ移転し、伊
達奨学会の「侯爵伊達家明倫館」を継承しました。
　戦後、昭和28年（1953）に、上目黒で男子学生寮「南豫
明倫館」として再興されました。やがて、その老朽化を
機会に、より優れた学習環境の小金井市中町に当地を
求め、昭和61年（1986）から鉄筋3階建て、全個室、60名の
学寮を新築、移転しました。
　お蔭さまで、平成25年（2013）には再興60周年を迎え
ることになります。

　今日、南予から東京方面への進学者は、年々増加の一
途を辿っており、その修学率は郷土発展のために喜ば
しい限りです。昔から「可愛い子には旅をさせよ」とい
いますが、とはいえ、郷土を忘れさせてしまうような旅
は好ましくありません。当館は、つねに郷土の仲間に囲
まれ、励ましあって学習できますので、これほど恵まれ
た環境はありません。
　「南豫明倫館」として再興してからでも、すでに800余
名の卒寮生が巣立っていて、地元愛媛県はいうまでも
なく、日本全国、いや国際人として世界に雄飛しており
ます。
　しかも、かれらがつぎの世代の寮生をさまざまな面
で支援するべく、堅い友愛で結ばれています。



財団法人南豫奨学会・奨学金支援会
 会 長 伊達 宗信

南豫奨学会の概要 奨学金支援会
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 会員の種類と年会費

支援会の会員と年会費は次の通りです。

   入会のご案内及び会費のお振込み方法

 支援会は、愛媛県特に、南予ご出身の地元
および各地でご活躍の関係者で、この趣旨に
ご賛同いただきます方々の積極的なご入会
をお願いいたします。
 戦前は伊達奨学会育英金によって、数千
人の前途有為な南予の青年を世に送り出し
ました。支援会の母体である財団法人南豫奨
学会事業のひとつ奨学金貸与制度を、より発
展充実するために設けられた奨学金支援会
でありますから、これからも先人の偉業を踏
襲し、21世紀の日本に大いに貢献できる南予
人を、共に育英していこうではありませんか。
 支援会の趣旨にご賛同いただければ、所定
の入会申込用紙にご署名のうえ、会費は別添
の振替用紙をご利用いただきご送金ください。
 なお、次年度以降は、事業報告と共に振替
用紙を同封させていただきますので、末長い
ご支援のほどをお願い申し上げます。
 詳細お問い合わせは、下記にお願い申し上
げます。

〒184-8586

東京都小金井市中町4-18-26

財団法人 南豫奨学会・奨学金支援会事務局

TEL：042-383-9835 FAX：042-383-9879

　会長   １名  財団法人南豫奨学会理事長 伊達 宗信
 常任委員 数名  財団法人南豫奨学会常務理事ほか
 委員   若干名
 監事   若干名

　「財団法人南豫奨学会・奨学金支援会」は、財団法
人南豫奨学会事業奨学金貸与を支援することを目
的とします。

　南豫奨学会は、昭和27年（1952）歴史ある戦前の伊
達奨学会を継承して、南予出身青年の奨学育英を図
り、さらに文化施設の維持経営を行い、人づくり教
育を基本に国力の増強に寄与することを目的とし
て設立されました。

　南豫奨学会は、上記目標を達成するために、次の
事業を行っています。
①健康で人格学力共に優秀であるが、経済的理由によ
り修学困難な青年に対し、学費の貸与を行います。
②学生寮の設置経営
③その他目的を達成するための必要な事業

　事業のひとつ奨学金制度については、平成5年
（1993）度から在寮する在京4年制大学に進学する男
子学生に対して奨学金貸与を行い、すでに総額6,280
万円（該当者26名）の実績を挙げました。しかし、昨
今、源資となる基金果実（預金利息）が著しく減少
し、これまで程度の運営すら維持困難な状態にあり
ます。つきましては、より充実運営のために、多数の
方々のご賛同ご支援を賜りたいと願っております。
　奨学金支援については、現在資格者に対し一人当
り毎月5万円、年間60万円、4年間合計240万円を給付
しております。

　学生寮「南豫明倫館」の運営については、別ページ
をご覧ください。

特別会員： ①財団法人南豫奨学会理事、監事
 　一口年額 　30,000 円
 ②財団法人南豫奨学会評議員
 　一口年額 　20,000 円

普通会員： 一般支援者及び南豫明倫館OB
 　一口年額 　10,000 円

法人会員： 一口年額 　50,000 円


